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　近来とみに，食品特に生鮮食品の流通機構に関する
諸問題が，種々とその生産過程部門との関連の中で，
論議されている。すぐれて前近代的な中央卸売市場の
近代化，合理化と第1次産業，第2次産業，さらに第
3次産業との関係論として，経済の成長が著しかった
昭和35～39年には，消費者物価が上昇するのは，経済
成長が高率で伸びているからで，消費者物価が上って
も，それ以上の経済成長率があれば，実質的には所得
も伸びでおり閲題にする必要がないと考えられていた
ものが，40年度に入って不況がおとずれ，経済成長率
が実質3％前後となったにもかかわらず，消費者物価
が7．4％と物価の騰勢が強まった35年以降で最も高い
上昇率となり，その考え方がくずれ去った。そして消
費者物価の上昇に何が基因しているかを見ると生鮮食
品の価格上昇が非常に高くなっているからだと考える
のである。そこに生鮮食品流通過程をめぐって，すな
わち生産と消費とを結ぶものの仕様を，またそのどこ
に経済的問題とそれに類する政策的問題の原因を見極
めねばならない。すなわち，生産性の低位さの問題
が，コストにどのように反映するか，また反映して来
るかという問題である。
　水産業を経済学ではどの角度からどのように接近・
分析してきたか。従来の水産経済研究の第1の欠陥は
漁業そのものと第2次産業としての加工が不可分の関
係をもって水産業を構成してきたという事実を見落
し，両者を個別的に分離させてきたということであ
る。
　これは漁業の側は勿論，加工の側にも見られるとこ
ろである。しかしながら，同一経営体が，分離独立し
ているものもあるが，支配的形態としては漁業と加工
の2本足に立脚しているのである。しかもそれはいわ
ゆる漁家的経営から独占的経営までも含めた一貫的傾
向であり，経営体もまたこれに基づいて経営採算を考
慮しているにもかかわらず，皮相的に漁業と加工とを
切離しているからである。そして生産対象物につい
て，その自然物が生物か無生物かによって農漁林等と
鉱工業とに分別して，その採取生産物を原材料とする
か否かによって工業と農業（広義）に別け，農業を第
1次，工業を第2次産業と少くとも分類する方法は経
済学慣用の方法である。そして農業の一般的基礎を土
地に求め，土地自体の生産性は如何にして価値をもつ
か，という形でこの潜在的可能的生産性の評価の理論
的根拠を求めたのが経済学の地代理論と把握すること
が一般である。そして農業の理論が地代理論を基礎と
した理由が此処に在るが，同時にまたこの地代を成立
させる条件が変ってくれば，地代の質と額が変り，或
いは，地代自体が消滅するという関係を見落し，土地
生産性をあたかも土地自体固有の物理的属性であるか
のように考え，土地または漁場水域，すなわち地代と
いう自然科学的概念に変質させる端緒をつくり出し
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た。したがって，水産動植物の量的多少だけで漁場を
考えるというすぐれて素朴な漁場観は農業にその基礎
を置く観念から派生したものである。しかるに農業と
漁業とは資本充用の具体的形態が違っているにもかか
わらず，農業と漁業とを全く同一視するところから漁
業の特徴を見落すことになるのである。もちろん産業
構造全体の中での一特殊産業としての把握としてはイ
ンダストリアルビジネス論の基盤を取捨することは不
可能であることも前提として理解するところではあ
る。少くとも農業法則をもって水産業を規定でき得る
と考えたら，国際公海漁業は考察することは出来得な
い。また水産業が食用水産商品という特殊用途商品の
生産を土台として構成されているということは水産業
の再生産構造を，他の食用商品生産業，主に農業生産
業と比較しても，極めて特殊なものたらしめているに
もかかわらず，あたかも，農業と畜産業とが同質的条
件の生産構造の如く取扱れている従来の考察が，すな
わち，狭義の耕作農業経済研究がそのまま適用され，
さらに農業経済研究が米麦農業に限定されていたとい
う事情の反映である。少くとも同質の条件でない生産
構造をもつものを政策的に同質化するところに経済学
的理論考察の必要を理鰐しなくてはならないだろう。
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